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事
務
所

さ
れ
、「
政
府
は
真
剣
に
聞
く

必
要
が
あ
る
」
と
強
調
。
こ
れ

に
対
し
市
議
会
の
４
会
派
が
総

務
常
任
委
員
会
と
本
会
議
の
双

方
で
討
論
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
①
明
確
な

　　

頼
高
市
長
は
、今
年
が
戦
後
・

被
爆　

年
、
平
和
都
市
宣
言　

７０

３０

周
年
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、「
平

和
憲
法
の
精
神
を
守
る
立
場
か

ら
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
核

兵
器
の
速
や
か
な
廃
絶
と
世
界

の
恒
久
平
和
に
向
け
、
力
を
つ

く
す
決
意
」
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
は
、
消
費
税

８
％
へ
の
引
き
上
げ
、
年
金
や

医
療
、
生
活
保
護
な
ど
社
会
保

障
の
削
減
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、

市
民
の
く
ら
し
は
大
変
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
国
保
税
の
税
率
を
引
き

上
げ
ず
に
低
い
水
準
に
と
ど
め

る
こ
と
、
就
学
援
助
の
対
象
者

を
拡
大
し
た
こ
と
な
ど
、
頼
高

憲
法
違
反
、
②
圧
倒
的
多
数
の

国
民
が
反
対
し
て
い
る
、
③
日

本
共
産
党
が
暴
露
し
た
自
衛
隊

の
暴
走
等
、
同
法
案
の
問
題
点

を
指
摘
し
、
陳
情
に
賛
成
。
日

本
共
産
党
が
提
唱
す
る
戦
争
法

廃
止
の
国
民
連
合
政
府
の
よ
び

か
け
も
紹
介
し
、
実
現
へ
の
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

民
主
党
も
賛
成
討
論
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

新
生
会
と
公
明
党
は
「
憲
法

違
反
に
は
当
た
ら
な
い
」
等
の

立
場
を
示
し
て
陳
情
に
反
対
。

採
決
で
は
賛
成
少
数
で
、
陳
情

は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
会
派
の
態
度
は
、
国
民
多

数
・
市
民
の
願
い
に
背
を
向
け

た
も
の
。
議
員
と
し
て
の
立
場

が
問
わ
れ
ま
す
。

戦戦
争争
法法
案案
のの
廃廃
案案
・・
撤撤
回回

求求
めめ
るる
陳陳
情情
がが
争争
点点
にに

時間：午後２時～４時
場所：市役所４階　日本共産党市議団控室

日本共産党市議団の市民相談
お気軽にお声掛けくださいお気軽にお声掛けくださいお気軽にお声掛けください

28日㈬ 10月10月 11月11月 11日㈬ 25日㈬

☎432－3590当日の
電話は相談無料

　

蕨
市
９
月
定
例
市
議
会
（
８

月　

日
〜
９
月　

日
）
で
は
、

３１

３０

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た「『
平
和

安
全
法
制
』
の
廃
案
・
撤
回
を

求
め
る
意
見
書
」
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情
が
熱
い
焦
点
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
で
の
陳
情

提
出
者
の
意
見
陳
述
で
は
、
大

き
く
広
が
る
同
法
案
へ
の
「
反

対
」
の
世
論
と
運
動
な
ど
が
示

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲
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戦
争
法
案
の
廃

戦
争
法
案
の
廃
案案
・
撤
・
撤
回回

求
め
る
陳
情
が
争
点

求
め
る
陳
情
が
争
点
にに

日
本
共
産
党
が
賛
成
討

日
本
共
産
党
が
賛
成
討
論論国会を取り囲み、戦争法案廃案を求めてコールする人たち

（８月３０日、国会正門前　写真提供：しんぶん赤旗）

１０月に北町で開園した認可保育園の前で
（左から梶原、宮下、鈴木、山脇の各議員）

　

今
議
会
に
頼
高
市
長
が
提
出

し
た
案
件
は
、
条
例
案
、
補
正

予
算
案
、
決
算
認
定
な
ど　

件
。

１９

　

条
例
案
は
個
人
情
報
保
護
条

例
の
改
正
等
。
補
正
予
算
案
は
、

「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅

　

９
月
議
会
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
が
始
ま
り
ま
し

た
。
議
会
改
革
の
成
果
の
一

つ
で
す
。
本
会
議
議
事
は
す

べ
て
即
時
に
、
録
画
は
数
日

後
に
公
開
さ
れ
ま
す
。
議
会

の
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の

市
政
参
加
を
促
す
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
市
議
会
基
本
条

例
」
に
よ
り
、
請
願
・
陳
情

者
の
意
見
陳
述
が
、
９
月
議

会
で
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
、

戦
争
法
案
の
廃
案
・
撤
回
を

求
め
る
陳
情
の
提
出
者
が
意

見
表
明
し
ま
し
た
。
国
民
の

請
願
権
を
充
実
さ
せ
、
議
会

の
議
論
を
活
性
化
し
、
民
主

主
義
社
会
の
発
展
に
寄
与
す

る
も
の
で
す
。

取
得
補
助
金
」
の
創
設
や
認
可

保
育
園
の
開
園
、
新
制
度
（
小

規
模
保
育
）
に
移
行
す
る
家
庭

保
育
室
に
関
わ
る
も
の
等
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
全
て
可
決
・
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

市
長
が
、
市
民
の
く
ら
し
を
支

え
る
対
策
や
市
民
要
求
に
こ
た

え
た
施
策
を
多
く
実
現
し
て
き

た
こ
と
が
、
本
会
議
質
疑
や
委

員
会
審
議
な
ど
で
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

三
世
代
ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅

取
得
支
援
事
業
が　

月
か
ら
始

１０

ま
り
ま
し
た
。
親
子
３
世
代
で
、

同
居
す
る
た
め
に
建
て
替
え
る

場
合
や
、
同
居
・
近
居
す
る
た

め
に
住
宅
を
取
得
す
る
場
合
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
子
育

て
世
代
の
定
住
を
促
し
、
親
子

３
世
代
が
助
け
合
っ
て
暮
ら
せ

る
安
全
安
心
な
住
環
境
の
形
成

を
す
す
め
ま
す
。
条
件
は
、
親

世
代
が
５
年
以
上
市
内
に
居
住

し
、
子
世
代
が　

歳
以
下
の
子

１７

を
扶
養
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトト
中中中中中中中中中中中中中中
継継継継継継継継継継継継継継
なななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどど
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
改改改改改改改改改改改改改改
革革革革革革革革革革革革革革
をををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実

ネ
ッ
ト
中
継
な
ど
議
会
改
革
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取
得
補
助
制
度
が
始
ま
る

三
世
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ふ
れ
あ
い
家
族
住
宅
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度
決
算
認
定
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市市
長長
提提
出出
議議
案案
はは
全全
てて
可可
決決
・・
認認
定定

市
長
提
出
議
案
は
全
て

市
長
提
出
議
案
は
全
て
可可
決
・
認
決
・
認
定定

９月市議会
報　告

新
生
新
生
会会
・・
公
明
党
が
反

公
明
党
が
反
対対

消
費
税
増
税
で

市
民
の
く
ら
し
厳
し
い
中

「
あ
っ
た
か
市
政
」を
推
進

２
０
１

２
０
１
４４
年
度
決
算
を
認

年
度
決
算
を
認
定定

憲
法
違
反
・
国
民
無
視

の
戦
争
法

廃
止
に
向
け
全

廃
止
に
向
け
全
力力



◆ 
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

【
梶
原
】
①
計
画
の
考
え
方
②

他
の
計
画
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】
①
出
生
率
の
向

上
と
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

を
目
的
と
す
る
。
②
市
の
最
上

位
計
画
「
蕨
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
基
本
に
、
創
業
支
援
、
女
性

が
輝
く
環
境
づ
く
り
、
市
長
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
加
え
る
。

【
梶
原
】
①
市
外
へ
の
蕨
の
Ｐ

Ｒ
が
大
事
。
②
人
口
減
少
を
抑

え
る
見
通
し
。
③
貧
困
対
策
も

避
け
て
通
れ
な
い
。
市
長
の
考

え
は
ど
う
か
。

【
頼
高
市
長
】
①
世
界
的
に
有

名
な
河
鍋
暁
斎
美
術
館
、
わ
ら

び
り
ん
ご
な
ど
含
め
、
蕨
の
魅

力
を
発
信
す
る
。
②
ふ
れ
あ
い

住
宅
補
助
金
な
ど
様
々
な
施
策

を
通
じ
人
口
目
標
は
達
成
で
き

る
。
③
就
学
援
助
金
の
対
象
者

拡
充
や
困
窮
者
支
援
と
し
て
の

学
習
支
援
を
始
め
た
。
貧
困
対

策
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
む
。

◆ 
【
梶
原
】
市
民
体
育
館
脇
の

交
差
点
で
事
故
が
多
く
危
険
だ
。

【
市
民
生
活
部
長
】
事
故
の
多

発
は
認
識
し
て
い
る
。
信
号
設

置
も
含
め
警
察
に
話
し
た
い
。

◆ 
北
５
用
水
沿
い
の
桜
の
根

の
隆
起
に
よ
る
道
路
破
損
対
策

【
梶
原
】
従
来
か
ら
求
め
て
き

た
。
今
年
１
箇
所
修
繕
し
た
が
、

さ
ら
な
る
修
繕
を
求
め
る
。

【
都
市
整
備
部
長
】
現
地
の
状

況
を
確
認
し
た
。
対
処
し
た
い
。

◆ 
他
に
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
普
及
、
羽
田
空
港
増
便
計
画

に
よ
る
騒
音
問
題
な
ど
を
質
問
。

◆ 
「
平
和
安
全
法
制
」
に
つ
い

て
平
和
憲
法
を
守
る
立
場
と
し

て
の
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

【
市
長
】
強
行
に
可
決
成
立
さ

れ
た
事
は
、
大
変
残
念
に
思
う
。

憲
法
違
反
で
は
な
い
か
、
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
慎
重
審
議
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん

と
同
様
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
。

今
後
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く

と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和

と
核
兵
器
の
す
み
や
か
な
廃
絶

に
む
け
て
、
引
き
続
き
力
を
尽

く
す
決
意
で
あ
る
。

◆ 
保
育
行
政
の
推
進

【
山
脇
】
全
て
の
市
立
保
育
園

で
の
土
曜
日
の
通
常
保
育
の
実

施
（
２
年
以
内
で
予
定
）
に
あ

た
り
、
土
曜
日
は
登
園
児
が
５

人
未
満
は
パ
ン
と
牛
乳
の
み
の

給
食
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は

改
善
を
図
っ
て
い
く
考
え
か
。

【
部
長
】
保
育
園
に
在
園
す
る

時
間
が
増
え
、
登
園
児
童
数
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
自

園
で
調
理
し
た
給
食
の
提
供
を

原
則
と
す
る
対
応
を
予
定
。

◆ 
福
祉
入
浴
券
を
戸
田
市
内

の
浴
場
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

で
き
な
い
か
。

【
市
長
】
本
事
業
は
浴
場
組
合

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
進
め
て
い

る
。
し
か
し
、
今
の
状
況
を
ふ

ま
え
、
組
合
等
と
の
話
し
合
い

を
鋭
意
す
す
め
、
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
結
果
が
だ
せ
れ
ば

い
い
と
思
う
。

◆ 
他
に「
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式

化
へ
の
推
進
」
を
質
問

◆ 
市
立
病
院
に
つ
い
て

【
鈴
木
】
第
一
次
経
営
改
革
プ

ラ
ン
の
成
果
と
第
二
次
プ
ラ
ン

で
の
重
点
は
ど
う
か
。

【
病
院
事
務
局
長
】
第
一
次
プ

ラ
ン
で
は
、
Ｈ　

年
度
を
除
き
、

２３

純
利
益
を
計
上
し
黒
字
基
調
。

第
二
次
プ
ラ
ン
は
、
第
一
次
プ

ラ
ン
を
引
き
継
ぎ
、
項
目
を
短

期
・
中
期
・
長
期
目
標
に
分
類
。

重
点
項
目
は
地
域
連
携
の
強
化
、

患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
常
勤

医
師
の
確
保
等
。

【
鈴
木
】
信
頼
を
一
層
高
め
る

対
策
は
。
以
前
に
も
要
望
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

等
、
相
談
体
制
の
拡
充
は
。

【
事
務
局
長
】
良
質
な
医
療
体

制
の
維
持
、
適
切
な
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
、
き
め
細

か
な
医
療
相
談
、
接
遇
能
力
向

上
等
が
必
要
。
地
域
連
携
担
当

で
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
）
社
会
福
祉
士
を
採
用
予

定
。
看
護
師
、
事
務
職
員
と
も

連
携
し
医
療
相
談
に
対
応
、
サ

ー
ビ
ス
拡
充
を
は
か
る
。

【
鈴
木
】
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
や
転
院
受
入
へ
の
対
応
も
含

め
相
談
体
制
の
一
層
の
拡
充
を
。

◆ 
豪
雨
被
害
等
へ
の
対
応

【
鈴
木
】
豪
雨
被
害
へ
の
対
策

の
強
化
が
必
要
。
洪
水
時
に
浸

水
２
ｍ
超
の
想
定
地
域
で
は
自

宅
２
階
へ
の
避
難
で
は
対
応
で

き
な
い
可
能
性
も
。
避
難
に
関

す
る
情
報
提
供
等
の
対
応
を
。

◆ 
他
に
、空
き
地
等
の
雑
草
へ

の
対
応
、
学
校
施
設
の
樹
木
等

の
管
理
に
つ
い
て
質
問
。

◆ 
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
の

充
実
に
つ
い
て

【
宮
下
】
現
在
の
各
室
の
入
室

状
況
、
お
よ
び
児
童
１
人
当
た

り
１
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
を
確

６５

保
で
き
て
い
な
い
の
は
ど
こ
か
。

【
部
長
】
９
月
時
点
の
入
室
状

況
は
中
央　

名
、
南
町
Ａ　

名
、

６９

６０

Ｂ　

名
、
塚
越　

名
、
錦
町　

５２

６１

４５

名
、
中
央
東　

名
、
塚
越
東　

４０

５０

名
、
北
町
Ａ　

名
、
Ｂ　

名
の

５９

５６

計
４
９
２
名
。
確
保
で
き
て
い

な
い
指
導
室
は
南
町
Ａ
、
塚
越
、

塚
越
東
、
北
町
Ａ
、
Ｂ
の
５
室
。

【
宮
下
】
待
機
児
童
の
状
況
と

今
後
の
増
設
計
画
は
ど
う
か
。

【
部
長
】
９
月
時
点
で
４
年
生

以
下
１
名
、
５
年
生　

名
。
引

２３

き
続
き
必
要
な
整
備
を
進
め
る
。

【
宮
下
】
夏
休
み
か
ら
開
設
予

定
だ
っ
た
２
つ
の
指
導
室
が
ま

だ
開
設
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の

理
由
は
。
い
つ
開
設
予
定
か
。

【
部
長
】
指
導
員
確
保
の
め
ど

が
立
た
ず
延
期
。
来
年
４
月
に

向
け
開
設
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
宮
下
】
静
養
室
の
設
置
は
。

【
部
長
】
横
に
な
れ
る
ス
ペ
ー

ス
等
を
確
保
し
対
応
し
て
い
る
。

【
宮
下
】
小
学
校
と
の
距
離
が

遠
い
錦
町
留
守
家
庭
児
童
指
導

室
に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
安
全

性
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
あ
が

っ
て
い
る
。
小
学
校
に
迎
え
に

い
く
よ
う
検
討
を
求
め
る
。

◆ 
非
正
規
職
員
の
賃
金

【
宮
下
】
時
給
に
よ
る
パ
ー
ト

職
員
に
「
経
験
加
算
」
を
導
入

す
る
等
、
非
常
勤
職
員
の
賃
金

引
き
上
げ
を
検
討
す
べ
き
。
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